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日本語の起承転結とは異なり、「結論→根拠（理由説明）→再び結論」というスタイルが基本です。


まずは結論、即ちこのエッセーを通してあなたが一番伝えたいこと（意見、主張）から書き始めることを心がけましょう。


1.導入(Introduction) ：トピックを選んだ理由や、エッセーを通じて伝えたい自分の意見（結論）を明確に提起します


2.本論(Body)         ：一般的な情報、自分の意見（結論）の根拠を述べます


3.結論(Conclusion)   ：今まで述べたことの要約と、自分の意見（結論）を繰り返します


「英文の書き方」についてのアドバイスを下記サイトで紹介しています。


エッセーを書く前と書き終わった後のタイミングで確認し、文法ミスを極力減らすよう心がけましょう。


� HYPERLINK "http://www.yomiuri-osaka.com/essay/howto/" �http://www.yomiuri-osaka.com/essay/howto/�





●提出する前にCheck!


　□スペルにミスはありませんか


　□自分の意見とその根拠は明確ですか


　□単語や表現の重複はありませんか





関西学院大学×読売新聞×ジャパン・ニューズ　第8回 高校生英語エッセーコンテスト





英語エッセー基本構造





《専用応募用紙》





（ 　  ）words　※300～400words程度でお願いします





下記の各項目に大きくはっきりとした文字でご記入ください。（日本語で記入）


氏名（フリガナ）　　　　　　　　　　　　　　男・女�
タイトル�
�
応募種別　　　　１）個人　　　２）団体�
部門　　　１）一般部門　　　２）海外経験部門�
�



自宅の住所�
�
連絡先TEL                                                                   　　　�
�
学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年 高校　　年生（所在地 　　　　�eq \o(\s\up 5(都道),\s\do 2(府県))�）�
�



※引用が必要な場合は、必ず“”を使用して引用元を文末に明記するように願います。他の著作物やインターネットなどからの無断引用は、�　　原文そのままでない場合も主催者側の判断により審査対象外にさせて頂く場合があります


※応募の際、本用紙はA3用紙1枚でご送付ください。A4用紙等への変更はご遠慮ください�　※入選した場合、作品を新聞や専用ホームページ等で発表いたします。その際、「氏名」「学校名」を公表いたします


※記入いただいた個人情報は本コンテスト以外では使用いたしません








